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フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律「フロン排出抑制法」（抜粋） 

（定義） 
第２条 この法律において「フロン類」とは、クロロフルオロカーボン及びハイドロクロロフルオロカーボンのうち特定物質等の規制等によるオゾン層
の保護に関する法律（昭和 63 年法律第 53 号）第２条第１項に規定する特定物質であるもの並びに地球温暖化対策の推進に関する法律第２条第３項第
４号に掲げる物質をいう。 

２ （略） 
３ この法律において「第一種特定製品」とは、次に掲げる機器のうち、業務用の機器（一般消費者が通常生活の用に供する機器以外の機器をいう。）で
あって、冷媒としてフロン類が充塡されているもの（第二種特定製品を除く。）をいう。 
一 エアコンディショナー 
二 冷蔵機器及び冷凍機器（冷蔵又は冷凍の機能を有する自動販売機を含む。） 

４ この法律において「第二種特定製品」とは、使用済自動車の再資源化等に関する法律（平成14年法律第87号。以下「使用済自動車再資源化法」とい
う。）第２条第８項に規定する特定エアコンディショナーをいう。 

（第一種フロン類充塡回収業者の登録） 
第27条 第一種フロン類充塡回収業を行おうとする者は、その業務を行おうとする区域を管轄する都道府県知事の登録を受けなければならない。 

（第一種特定製品整備者の引渡義務等） 
第39条 第一種特定製品整備者は、第一種特定製品の整備に際して、当該第一種特定製品に冷媒として充塡されているフロン類を回収する必要があると
きは、当該フロン類の回収を第一種フロン類充塡回収業者に委託しなければならない。ただし、第一種特定製品整備者が第一種フロン類充塡回収業者
である場合において、当該第一種特定製品整備者が自ら当該フロン類の回収を行うときは、この限りでない。 

２ （略） 
３ 第一種フロン類充塡回収業者（第１項ただし書の規定により自らフロン類の回収を行う第一種特定製品整備者を含む。第６項、次条第１項、第46条、
第47 条第１項から第３項まで、第48条、第 49 条第１項、第２項及び第６項から第８項まで、第59条第１項及び第２項、第60条第２項、第62 条第
３項及び第５項、第69条第１項及び第５項、第70条第１項及び第２項、第71条第２項、第73条第２項及び第４項並びに第75条において同じ。）は、
第１項本文に規定するフロン類の回収の委託を受けてフロン類の回収を行い、又は同項ただし書の規定によるフロン類の回収を行うに当たっては、第
44条第２項に規定するフロン類の回収に関する基準に従って行わなければならない。 

（第一種フロン類充塡回収業者の引取義務） 
第 44 条 第一種フロン類充塡回収業者は、第一種特定製品廃棄等実施者から、直接に又は第一種フロン類引渡受託者を通じて第 41 条に規定するフロン
類の引取りを求められたときは、前条第１項の規定による書面の交付又は同条第６項の規定による委託確認書の回付がない場合その他正当な理由があ
る場合を除き、当該フロン類を引き取らなければならない。 

２ 第一種フロン類充塡回収業者は、前項の規定によるフロン類の引取りに当たっては、主務省令で定めるフロン類の回収に関する基準に従って、フロ
ン類を回収しなければならない。 

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律施行規則 
（第一種フロン類充塡回収業者等によるフロン類の回収に関する基準） 
第40条 法第44条第２項の主務省令で定める基準は、次のとおりとする。 

一 第一種特定製品の冷媒回収口における圧力（絶対圧力をいう。以下この号において同じ。）の値が、一定時間が経過した後、別表第一 
の上欄に掲げるフロン類の圧力区分に応じ、同表の下欄に掲げる圧力以下になるよう吸引すること。ただし、法第 39 条第１項に規定する第
一種特定製品の整備に際して当該第一種特定製品に冷媒として充塡されているフロン類の回収を行う場合であって、冷凍サイクル（第一種特
定製品中の密閉された系統であって、冷媒としてフロン類が充塡されているものをいう。）に残留したフロン類が大気中に放出されるおそれ
がない場合にあっては、この限りでない。 

二 フロン類の性状及びフロン類の回収方法について十分な知見を有する者が、フロン類の回収を自ら行い又はフロン類の回収に立ち会うこと。 
     施行規則別表第一 

フロン類の圧力区分 圧力 
低圧ガス（常用の温度での圧力が0.3MPa未満のもの） 0.03MPa 
高圧ガス（常用の温度での圧力が0.3MPa以上2MPa 未満であって、フロン類の充塡量が2kg 未満のもの） 0.1MPa 
高圧ガス（常用の温度での圧力が0.3MPa以上2MPa 未満であって、フロン類の充塡量が2kg 以上のもの） 0.09MPa 
高圧ガス（常用の温度での圧力が2Mpa 以上のもの） 0.1MPa 

（フロン類の放出の禁止） 
第86条 何人も、みだりに特定製品に冷媒として充塡されているフロン類を大気中に放出してはならない。 

（第二種特定製品搭載自動車の整備の際の遵守事項） 
第 88 条 第二種特定製品が搭載されている自動車（使用済自動車再資源化法第二条第一項に規定する自動車をいう。第 93 条第１項及び第 100 条
第１項第１号において同じ。）の整備に際して当該第二種特定製品に冷媒として充塡されているフロン類の回収又は運搬を行う者は、当該フロン
類の回収又は運搬を行うに当たっては、主務省令で定めるフロン類の回収又は運搬に関する基準に従って行わなければならない。 

第二種特定製品が搭載されている自動車の整備の際のフロン類の回収及び運搬に関する基準を定める省令 
  （自動車の整備の際のフロン類の回収及び運搬に関する基準） 

第２条 法第八十八条の主務省令で定める基準は、次のとおりとする。 
一 フロン類の回収に関する基準 

イ 第二種特定製品の冷媒回収口における圧力（絶対圧力をいう。以下同じ。）の値が、一定時間経過した後、次の表の上欄に掲げるフ 
ロン類の充塡量に応じ、同表の下欄に掲げる圧力以下になるよう吸引すること。 

フロン類の充塡量 圧力 
2kg未満 0.1MPa 
2kg以上 0.09MPa 

ロ フロン類及びフロン類の回収方法について十分な知見を有する者が、フロン類の回収を自ら行い又はフロン類の回収に立ち会うこと。 
二 フロン類の運搬に関する基準 
イ 回収したフロン類の移充塡をみだりに行わないこと。 
ロ フロン類回収容器は、転落、転倒等による衝撃及びバルブ等の損傷による漏えいを防止する措置を講じ、かつ、粗暴な取扱いをし 
ないこと。 


